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トワークの構築など、具体的な実施の実務について過去の震災経
験から学ぶものを確認する。

１３ 平成17年度施工技術報告会
主題「最近の建設技術と施工事例」

三学・協会では、直接、設計・施工に携わった方々に施工技術の成
果を報告していただく「施工技術報告会」を毎年企画しております。過
去29回における当報告会には、官公庁・公社公団・建設業・コンサル
タント業をはじめ広範囲の多数の技術者に参加いただき、好評を得て
おります。近年、事業の計画・立地に当たっては、建設現場の自然環
境や住環境の保護といった観点から、種々の社会的要求が出され、事
業者の企画の困難さは日に日に増しています。これに伴い、建設技術
者も厳しい条件下での設計、施工を余儀なくされており、設計方法・
施工方法・使用材料・施工設備など解決すべき問題は多岐にわたって
います。このような困難な工事に対応するため、安全、環境との調和
を前提に、施工方法の改善・開発さらには新材料・新技術の導入など
に努めています。第30回目を迎える今回は、厳しい条件下で施工され
た建設工事の中から5件を選び、実際に施工に携わった技術者より施
工事例を発表していただきます。日頃直面している諸問題について関
係各位の相互啓発に益するところが大きいと存じますので、多数参加
いただきますようご案内申し上げます。

●日 時｜｜2006年1月27日（金）13:30～16:45

●場　所｜｜建設交流館8Fグリーンホール　TEL：06-6543-2551
（大阪市西区立売堀2-1-2  地下鉄四ツ橋線本町駅23番出
口より徒歩5分）

●プログラム（※都合により発表順序が変更する場合もあります。）
13:30～13:35 開会挨拶

（社）日本建設機械化協会関西支部支部長
星野　　満

13:35～14:10 ①新機構による大深度土留壁の施工について
《UD-HOMET工法》
｜中之島新線建設工事のうち土木工事｜

京阪電気鉄道（株）中之島新線建設部
課長　　　　泉谷　　透

京阪電気鉄道（株）中之島新線建設部
統括係長　　北岡　　晃

大成建設（株）関西支店中之島新線3工区作業所
作業所長　　武田　信一

大成建設（株）関西支店中之島新線3工区作業所
課長　　　○大橋　章一

大成建設（株）関西支店中之島新線3工区作業所
主任　　　　橋本　　聡

成幸工業（株）大阪支店工事部長
出口　栄一

14:10～14:45 ②掘削土再利用連壁（CRM）工法を用いた山留めの計
画と施工
－1級河川寝屋川松原南調節池築造工事（土留工）－

大阪府寝屋川水系改修工営所南部工区長
高橋　博和

大阪府寝屋川水系改修工営所南部工区技師
徳永　隆行

清水建設・東亜建設工業・国土総合建設共同企業体
所長　○上見　　健

清水建設・東亜建設工業・国土総合建設共同企業体
工事主任　　瀬見　武昭

（株）ハンシン建設基礎事業部課長　　三浦　勝則
14:45～15:20 ③ジャッキによる揺動式矩形断面密閉式推進工法（翼

推進工法）の施工
－神戸第一共同溝に伴う新兵庫低区汚水幹線接続
工事－

（株）錢高組本社技術研究所副所長
斉藤　　優

（株）錢高組本社技術研究所主任研究員
○森　　正嗣

（株）錢高組作業所長　　南葉　昭雄
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